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１．開会 

 
事務局： ただ今から、第２３回むつ市総合教育会

議を開催いたします。 
今回は、むつ市総合教育会議設置要綱第４条

第１項に基づき、市長が招集し、本日は、同設

置要綱第２条第２項の規定により、むつ市教育

大綱事業の実施計画について協議いたします。 
はじめに市長からあいさつがございます。 
 
 【あいさつ省略】 
 【構成委員紹介省略】 

 

２．議事 
山本市長： 山本市長： それでは、次第に沿

って会議を進めさせていただきます。ます。 

最初の議事案件は、令和５年度むつ市教育

大綱事業実施計画案についてです。委員の

皆様には、事前に資料をお渡ししており、

記載内容についてご覧いただいていると思

いますので、改めて、各所属より説明をお

願いしたいと思います。 
 はじめに、総務課からお願いします。 
 

畑中総務課長： 総務課です。(資料の)５ペー

ジをお開き下さい。 

    総務課では、各所属における主な取組とつ

きまして、教職員の働き方改革の推進を追加い

たしました。事務内容につきましては、７ペー

ジをご覧ください。勤怠管理付きタイムレコー

ダー導入事業となっております。 

    当市では教職員の勤務時間管理について、

エクセルファイルへの打ち込みによる管理を実

施しておりましたが、県より客観的な勤務時間

が把握できる体制を整えるよう通知がありまし

た。これに対応すべく市内小中学校２１校に対

し、勤怠管理付きタイムレコーダーを導入し、

教職員の勤務時間の把握を行い、必要に応じて

適切な指導及び助言を実施し、働き方改革の推

進を行うものであります。 

   以上となります。 

 

山本市長： 次に生涯学習課からお願いします。 

 

桜井副理事（生涯学習課長）： ５ページの２．

生涯学習課となります。 

 地域学校協働本部において、学校と地域との

連携・協働を強化し、の所を「連携・協働」と

したところが変更点となります。 

   こちらは、国の方針に従いまして、子供の居

場所、放課後の安全な子供の居場所づくりから

地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとか、

学校を核とした地域づくりを担うことを関係者

各位でする必要があることから、地域の人材の

掘り起こしなど活用を強化するために変更しま

した。 

   具体的な事業名を「放課後子ども教室推進事

業」から「地域学校協働活動推進事業」に変更

しております。７ページに記載しております。

以上です。 

 

山本市長: 次に、中央公民館お願いします。 

 

桜井副理事（中央公民館長）： 中央公民館です。 

  ６ページの４．公民館の（３）社会教育関係団

体等の育成支援のところで、関係という部分が

追加となりました。これは社会団体が解散、そ

して高齢化、また会員の減少および活動が以前

ほど活発でなくなった団体、そして減少して解

散により少なくなってきたので、新たな団体や

社会教育関係に類する団体を広く支援していく

可能性もあることから、社会教育団体に関係を

付け加えました。以上です。 

 

山本市長： 次に図書館からお願いします。 

 

図書館長： 図書館から、むつ市立図書館の令和５
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年度事業実施計画のうち、主な２事業について

御説明いたします。資料の９ページをご覧くだ

さい。 

   １点目は、図書館管理の適正管理に関する項

目ですが、空調設備等改修事業についてです。

これは、平成１２年４月の開館以降２０年以上

が経過した空調設備のうち、集会室等のマルチ

エアコン系統の機器を更新するほか、新型感染

症並びにユニバーサルデザインに配慮し、利用

者の利便性の向上を図るため視聴覚コーナー等

を改修する事業であります。 

   令和４年度に設計が完了しておりますので、

本年度施工するものであります。事業総額は約

１億１千万円を見込んでおります。 

    なお、施工にあたっては、図書整理日等の休

館日を利用した工事区分毎の実施に努めること

とし、本工事の影響による休館は最低限に抑え

るよう配慮したいと考えております。 

   子供の読書活動の推進の項目に関わる中で、

「第３次むつ市子ども読書活動推進計画」の策

定について御説明いたします。 

   市では、平成３０年４月に第２次計画を策定

し、令和４年度までの５年間にわたって取り組

んでまいりましたが、「子どもの読書環境の整

備」や「家庭・地域・学校等を通じた社会全体

での取り組みの推進」などについて、充分な結

果が得られていないものと考えております。こ

のことから、本年１０月に策定委員会等を組織

し、改めて現状の課題を整理して、第３次計画

を策定してまいります。 

   以上が、事業計画の主な変更箇所の説明とな

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

 

山本市長: 次に学校教育課お願いします。 

 

石川副理事(学校教育課長）： 資料５ページ、学校

教育課の取組です。 

   資料６ページですが、(１)から（１２）まで

全部赤で書かれてますが、項目の柱立てと順番

を数字並べ替えしております。新たに（３）Ｉ

ＣＴを活用した教育活動の充実というのを新設

しております。こちらは後ほど説明します。 

   資料戻りまして、２ページから学校教育課の

事業について説明させていただきます。 

   （１）学力の向上、①明確な目標設定という

ところで、今年度新たにむつ市学校教育プラン

がスタートしましたので、５年の中で、このプ

ランについてしっかり検証していきたいと思っ

ております。 

   この中で、学力向上については、授業改善と

ＩＣＴの活用２本柱で進めていってございます。 

   ただ、現状としては昨年の青森県学習状況調

査では、小学校、中学校とも県を若干下回って

いるということになっていますので、課題を克

服するために、様々な新規事業を行うつもりで

ございます。 

   一つには、学力向上に向けた協議会を年２回

開催、高等教育機関との連携ということで、青

森大学むつキャンパスとの連携事業を行ってい

く予定です。 

   続きまして、③主体的な学習の推進について

です。主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た多様な学習活動に取組んでまいります。その

一つとしてＩＣＴを活用したタブレット端末の

活用ということで、具体的には算数・数学チャ

レンジを今年度から実施して、算数・数学のタ

ブレットドリルを様々な時間に取組ながらテス

トを行って、その後、落ち込んでいる項目をみ

んなでやってみて、さらにチャレンジテストを

行ってやればできるという学習意欲の向上に繋

げていきたいと考えております。 

   続きまして、３ページ（３）夢を育む教育に

ついてになります。 

   ①キャリア教育の充実についてになりますけ

れど、先ほど市長から少しお話しがありました

が、今年度、コロナが明けましたので、ジュニ

ア大使派遣事業が再開されます。派遣されるジ

ュニア大使の安全安心を第一に計画を進めてお

ります。いま、申込続々と集まっています。前
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日の説明会は、１０名の募集に対し４０家族が

来たということで、かなり多くの方が募集に参

加するのではないか予想されます。 

   また、台湾陽明國民中学の訪問団が、来週月

曜日火曜日当市に訪れるということで、今年度

は川内中学校で交流会活動を行う予定となって

おります。 

   また、高い志を育む事業としまして、今年度

７校の小中学校が申請し、こちら昨年度からと

なりますけれど、それぞれ学校の実態に応じて

様々な取組を行って行くという事業が引き続き

行われる予定となっております。 

   以上が学校教育課からの説明になります。 

 

山本市長： ありがとうございます。 

   最後に地域クラブ企画推進課からお願いしま

す。 

 

畑山地域クラブ企画推進課長： ４ページから６ペ

ージ一括して説明したいと思います。 

   ４ページ２社会教育の充実、（１）社会教育・

文化の充実と文化財の保存活用、①スポーツ活

動の推進についてご説明します。 

   令和４年１２月にスポーツ庁及び文化庁から

新たに公表されたガイドラインでは、令和５年

度から７年度までを改革集中期間として位置づ

け、中学校の運動部活動及び文化部活動の地域

への移行を可能な限り早期実現を目指すことと

しております。 

   このため、令和４年度から「地域文化・スポ

ーツクラブ設立準備室」を設置し、今年度から

は「地域クラブ企画推進課」に名称を改め、文

化部と運動部の一部が地域クラブ「むつ☆かつ」

として活動をスタートさせたところであります。 

   昨年度は各種説明会を開催するとともに、指

導者の募集及び研修会を開催し、８３名の指導

者でスタートを切ることができております。課

題であったバスの経路の構築については、希望

調査のもと順調に運行しております。クラブマ

ネージャーの募集に関しましても現在５名を採

用することができました。 

   今年度の計画といたしましては、令和６年度

から移行する運動部、文化部を調査選定し、大

会出場の可否などを考慮し、生徒に不利益が生

じないよう「むつ☆かつ」を運営しながら関係

機関との協議や意見交換を深めてまいりたいと

存じます。 

   ５月２５日現在、むつ☆かつに登録した生徒

は、１９７名であり、全生徒数の約 15％が加

入したこととなります。 

  以上です。 

 

山本市長： ただいまの事務局からの説明に対し、

ご意見を伺いたいと思います。 

   はじめに田中委員お願いします。 

 

田中委員： 教育委員と考えた場合、教育という

のは子どもたちとイメージがあります。それ

でこの中に生涯学習とか入ってくると、もっ

ともっと年齢が上の人達もこれに入っている

ということですよね。 

 

伊藤教育部長： そのとおりです。 

 

田中委員: 地域クラブスポーツクラブというの

は、例えば大人がやっているクラブも対象と

なる？ 

 

伊藤教育部長： むつ☆かつに関しましては、中

学校部活動の地域移行と考えてまして、スポ

ーツの振興に関しましては、市民の皆様全員

が対象です。 

 

田中委員： それって，結構高齢な方がやってい

ますが、それも対象となっているか。あくま

でも個人、チームがやっているので、どこま

でが対象となっているのか。 

 

伊藤教育部長： 教育大綱におきましては、お子

さまから高齢者の方まで対象にしております。 
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田中委員: 高齢なチームを何回か見たことある

んですけれど、ドームでやっているところ、

あのようなチームは対象となるんでしょうか。 

 

伊藤教育部長： 教育大綱の実施計画なので対象

となります。 

 

田中委員: なっているんですね。 

   そうすると、利用の届出とかも教育委員会

で受けているということになるんでしょうか。 

 

山本市長： 私がちょっと補足をさせていただけ

れば。教育大綱には生涯学習を通じた学びが

ありまして、４ページの例えば２の（２）を

見ていただければ、人生１００年時代を見据

えた「いつでも、どこでも、何度でも、誰で

も」という意味は、子供から大人までという

形になりまして、スポーツについても、先ほ

ど田中委員が申し上げた子供から大人までと

いうのは、「いつでも、どこでも、何度でも、

誰でも」を対象にスポーツができる環境を作

っていくことだとか、いま部長がおっしゃっ

たのは、部活については、中学校地域クラブ

について進めておりますけれども、むつ市と

しては、総合型スポーツクラブ、これはもう

子供から大人までスポーツの証明に当たって

活動できる組織を作り上げていく環境を作っ

ていくことを進めていくっていう意味で、む

つ☆かつについては、中学校の部活動の地域

移行でありますけれども、全てのなんていう

んでしょう、細かい一つの団体がどうこうっ

ていうことは計画の中にはございませんけれ

ども、ビジョンとしては、子供から大人まで

の生涯学習、文化もスポーツも含めてこの中

の市民の皆様が、いつでもどこでも誰でも学

べる環境を作っていきましょう。そういう形

に進めていきたいということです。 

 

田中委員： 例えば、そういう方に何か問題があ

ったりとかですね、練習の問題とか、あと費

用のいろんな自己負担ですねそういう形でも

多分やってると思うんですが、そういうのに

対する相談というのは、教育委員会とかにし

てもいいというふうに考えていいでしょうで

すね。 

 

伊藤教育部長： スポーツに関しましては、教育

委員会が担当している部分と、民生部の市民

スポーツ課が担当しているような状態でこち

らはですねどちらも最初どちらでも一緒に行

ったものではあるんですけれども、今回の計

画には載っていないと御理解をいただきたい

と存じます。 

 

山本市長： ほかにございませんか。 

 それでは黒木委員お願いします。 

 

黒木委員: はい。特別、ないです。何度か拝見

してる話なので。あるとしたら、今回は何を

チェックすればいいんだってのはちょっとわ

からない。前回、前回も前回の議論、今回の

議論で我々が何を評価して考えればいいと。

ちょっとわかった。赤字のところを考える。 

 

伊藤教育部長： すいませんちょっとそこは私の

方から。説明がちょっと十分じゃなかったも

んですから、改めて昨年度に教育大綱、９月

にですね策定いたしまして、同時に４年度の

昨年度の計画をお示ししたところでございま

す。今回各課の方からですね、説明させてい

ただく内容は、赤字のところ、つまり前回計

画から変更になった部分を、説明させていた

だきましたのでこのような進行になっている

ということです。 

 

山本市長： そういう意味で私からちょっと申し

ますけども、これは黒木委員のご意見にもち

ょっと通ずるものがあると思うんですけども。

我々教育大綱を作って、この令和５年度の実
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施計画が出来て、令和５年度こういうふうに

反映しましたというのは、多分令和４年度こ

ういうことが出来てなくて、こういうことを

解決しなきゃならなかったんで、令和５年度

こういう事業を盛り込んでいくっていうこと

なので、まずここで、今後の会議の進め方に

なりますけども、令和４年度の結果を踏まえ

て、そういう状況でした。だから変わりまし

たのでそこの報告があって、令和５年度こう

していきましょうという、私ちょっと今回は

初めてなのであれですけども、そのＰＤＣＡ

を回していくっていうのは、教育大綱にも書

かれてますので、チェックの部分は多分、報

告が皆さんにお伝えできてなくて、それに伴

って赤字の部分が追加されました。この計画

でどうでしょうかっていうところが多分最後

のところですので、今以降ですね、そういっ

た形の進め方にしていきたいなと。 

 

伊藤教育部長： 実はですね、３月に、市長に資

料渡しただけなんですけれども、この実施報

告もですね、３月に委員の皆様にもお配りし

まして、一応３月の教育委員会のときにです

ね、ご意見もあったという前提がございまし

たので、今回はそれを踏まえてその課題と報

告そのときに残りの課題として現在変更にな

った部分は口頭で簡単ではございますけれど

も、今説明させていただいたということで、

申し訳ございません。次回からは今市長が申

しました通り、報告の場面と、計画の場面を

同時にですね、同じ改善を進めていきたいと

いうふうには考えています。 

 

山本市長： 黒木委員から令和５年度に事業につ

いて、こういう施策があるのでという意見を

いただければありがたいと思います。 

 

黒木委員： ３ページの（３）①キャリア教育の

充実とありますが、よく分からないことがあ

りまして、自分が大学生就職を控えてたその

ぐらいの年齢になった世の中に、どんな仕事

があるのか正直わからなかった。知ってる仕

事って、学校の先生、警察、消防士、あとテ

レビドラマに出る弁護士、医者。それって多

分、今はもう変わらない。今の大学生でイン

ターンとかいるんで、３年生ぐらいにもわか

るんでしょうけど。例えば、キリンビール勤

めたら毎日ビール作ってるのかっていうとそ

うじゃないわけですよね。ということはです

ね、キャリア教育っていうのを、工場見学の

ようなものにしない方がいいんじゃないかな

って思います。そういう意味で日本中から誰

かに頼って人連れてこないと思ってはいけな

いんじゃないのかなと思う。例えばカゴメの

社長が来ました。よくわかんないけど、なん

ちゃら、昔の同級生が今なんかやってる、何

とか工業のまた連れてくる。そういうふうに

しないとなんか市内でやるってめちゃくちゃ

限られる。パン工場見学に行きます。吉田ベ

ーカリーさんありがとうでもいいんですけど、

それ小学生ぐらいで多分、終わりで、それ以

上のキャリア別会社より私なんかのそういう

何でしょう、よその会社の面白い人連れてき

て、サラリーマンに喋ってもらう。サラリー

マンでもよその会社わからないっていうのが

実態なんで。そういうふうにしないと、キャ

リア教育、無理なんじゃないかなって。僕の

疑問はそれですね。市内で知ってる人のとこ

ろに何か、行けたとして、工場とか、ちょっ

とわかんないんすけど、１年後とか横浜市で、

学校の先生誰に何聞いたんですから。もうキ

ャリア教育です。宇宙飛行士の何とかさんも

呼んであってそれキャリア教育っていうか。

要するに著名人有名な面白い人の話。子供に

聞かせて飽きさせないようにさせるっていう

程度のことしか、これ以上のことってできな

いってなっちゃうんですよね結局。そっから

突然地元の工場見学の間のギャップの部分は

あまりにも巨大で、しかもここが世の中の99%

を占めていって、ここ、どうにかしてフォロ
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ーできればいいんじゃないかなっていう希望

持ってます。 

 

山本市長： 学校教育課から何かありますか。 

 

石川副理事（学校教育課長）： キャリア教育に

ついては、様々な活動を行っております。具

体的にいうと中学校２年生で数日間市内であ

ったり、青森市、八戸市に行って、自分が選

んだ職業を体験するという、体験的な活動、

また、学校教育課もやっておりますが、外か

ら県内出身者を呼んで講演会を開いていくこ

とを定期的に行って行く。こちらは今年度各

学校から希望を取り、現在調整を行っており

ます。 

   それから、何かをすることをキャリア教育

と捉えているのではなく、普段の学校生活、

学校行事一つ一つがキャリア教育に繋がって

いるという考え方で、各様々な行事にキャリ

ア教育の視点を取り入れて、子供たちに体験

させたり、活動させたりして学んだことを次

の活動に繋げたり、そういう様々な視点でキ

ャリア教育を進めているのが現在の状況です。 

黒木委員の御意見を参考にしながら、施策に

反映させて行ければと思っています。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。私か

らも一つ。 

今の小学校だとイベントっていう形で学校

に実際に移して、働いてる方に来ていただい

たり、中学校では職業体験があると思うんで

すけど、このコロナの３年間でオンラインで

の活動はだいぶ加速度的に進みましたので、

特にむつに来ていただかなくても、いろんな

ところと繋がってやれると思いますし、昨日

ＤＸのもちろんＤＸの会議出たときも教育長

と一緒に出ましたけれども、あのメタバース

は仮想空間で、自分が仮想空間に行って、仮

想空間でいろんな職業体験もできる時代にな

ってきましたので、今すぐにっていうことは

私ももちろん申し上げませんけれども、そう

いったオンラインを活用しながら、仮想空間

を活用しながら様々ですね、キャリア教育が

できるような環境を作っていくっていうこと

を言っていただいたと思いますので、是非で

すね、地方のむつ市ですから、職業を選ぶ選

択肢が狭い地域ですので、いろんな職業を体

験できるキャリア教育できる環境ですね。こ

れからも作っていく必要があるんじゃないか

なと思いますので、ぜひ今後、計画に反映い

ただければなと思います。 

 

黒木委員： はい。単なるアイディアではありま

すけど、そういうふうに例えば予想、目玉で

インターネットからを通じてパーとやるにし

ても、そこそこの人に話をしてもらおうと思

うと、結構大変だと思います。大変とは、時

間、場所のタイム、スペースの拘束が。なの

で、これについてはもう市内の小学校全部一

遍とかわかんないすけど、こういう単位でっ

ていうのは限界があまりにもあるような気が

してしょうがないんですよね。だから市でや

る、小中一遍にやるぐらいのそういうスペー

スがあるかどうかちょっとわからないんです

けど、それで例えばなんでしょう。キリンの

社長に話してもらったんですよ。例えば、そ

ういうふうにした方がいいんじゃないでしょ

うか？学校個別でだと、できることにちょっ

と限界が素人で考えて見えてしまうっていう

あるかなと思うんですけど、いかがでしょう

か？ 

 

石川副理事（学校教育課長）： 先ほどの講演会

については、複数の学校で１人の講師という

のを行ってございます。こちらも各学校で子

供たちの実態に応じて、どのような講習希望

するかというのを選んでいただいて、同じ講

師であれば、むつまでに近い方に来ていただ

けるということです。金額であれば１回で済

む形ができないものかというのも検討してご
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ざいます。あくまで各学校でどのような講師

を希望するかっていうのを優先して、こちら

から、この方の講師なので多くの方に聴いて

くださいということよりも、各校の希望をと

った上で、講演会を実施したいというふうに

考えております。ただ、昨年度も川内の方で

ですね、演劇家の講演会を開いたときには、

その他の学校にも案内の方を送って、参加者

を募るというケースもございましたので、そ

ういうふうな臨機応変の対応も出来るだけし

たいと思っております。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。 

   できればタブレットとかも使いながら、実

際に行けなくても、できる空間がこれからで

きると思いますので、ちょっとどういう使い

方ができるかあれですけども、そういうのも

含めながらやっていただければと思います。

黒木委員から他にありますでしょうか？ 

 

黒木委員： 平田オリザさんの話を聞きましたけ

ど、それって著名人の講演なんですねやっぱ

り。演劇の演出家になる人って、日本人全員

の０．００１％とか、もっと少ないから。な

んで、もっと普通の、なんていうんでしょう、

グーグルの平社員ですとか、そういう人の話

をすればキャリア教育で有名な人の話を聞き、

よかった面白かったっていうのはキャリア教

育だとは到底思えない。ことだけなんですよ。

そんな細かいこと言わずに面白い人の話を面

白い話を聞かせりゃいいじゃんってなったら

それはそれで結構なことなんじゃないかとは

思いますが。キャリア教育っていうんだった

ら、本当にキャリア教育の専用の場を設けた

方がいいし、先ほどあった日常は教育の場で

のキャリア教育ってのは僕は逆にやめた方が

いいと思いますよ。ちゃんと勉強させた方が

いい。数学算数勉強するのにこれをやると将

来、土木建築課になれるんだよとかそもそも

どうでもいいなっていう感じがするんですよ

ね。勉強ってのは何が目的。常識人になって

教養人になるためにあるんで、どんな職業そ

れをキャリア教育と、変なふうに粘着しない

方がいいと私は思います。 

 

山本市長： ありがとうございます。 

   本当に宇宙飛行士みたいなのも、必要だと

思います。さっき言ったグーグル平社員って

いうのも一般的なキャリア教育だと思います

ので、是非ですね、むつ市の子供たちは様々

な体験ができるような環境を作っていくって

いう目的が一緒だと思いますので、そこを一

生懸命皆さんと一緒に議論していければなと

思っております。 

   次に、納谷委員お願いします。 

 

納谷委員： 赤字のところ、３ページの（３）こ

れ新しく入ったと思うんですね。自分で健康

的な生活を送ろうとする態度を養うこと。「態

度」っていうことがちょっと引っかかったの

で、すいません細かくて。何かその、ちょっ

と意味合いが変わってくるかもしれないです

けど、目標とする「習慣」とか、という言葉

の方が、なんか私の中ではしっくりっていう

ちょっと検討してほしい。あと、これも今更

というかあれなんですけども、むつ☆かつと

いう活動を、地域文化スポーツクラブのこと

で、毎回言ってるんですけど、やっぱり川内

とか脇野沢とか大畑とかからやっぱりむつ市

の方に来て、活動するのすごく大変なことな

ので、何か学校で放課後に子供たちに負担の

ないような形で何か活動できるようになるか

なっていうふうにいろいろ考えたら、今、e

スポーツって今子供たちも多分すごく興味が

あると思うんですけど、すごくいいものじゃ

ないかなと思いました。eスポーツであれば、

それこそその場所でインターネット整備がで

きていればできるものなので、子供たちにす

ごく興味があるものだと思いますし、いろい

ろスポーツといえどもゲームをやるっていう
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形にはないので、選定する種類であったりと

かどうしてものめり込んでしまってそっちに

ばっかりとかっていうサーバーとかもいっぱ

いあるとは思うんですけども、でも正式競技

にもなるぐらいのものになってきているので、

すごく中央から遠い地域の子たちは、もちろ

ん中央にもそうなんですけども、すごく活動

しやすくて、そんなに体力的にも、負担がか

からないような形なので、とにかくそのイン

ターネットに関してはタブレットの関係で環

境はもう整備できているので、その取り組み

やすいようなものなのかなっていうのもちょ

っと提案。そういうのもあるんじゃないかな

と思いました。 

   あと、ちょっとすいません、健康教育、キ

ャリア教育と健康教育等ですが、私の子供た

ちが学校に行ってるときに、弘前大学の中路

教授が来てくださって、血圧計を出してくだ

さって、ちょっと長期間毎日、血圧を測って

いって血圧が高いとか低いとか、そこで生活

習慣病とか、成人病とかの関連の講義をして

いただいたりとかっていう機会があったんで

すけども、終わった後に先生とお話したとき

に、これ１回だけだともったいないから貸し

出してやることは可能だからどうですかって

いう話を中路先生はおっしゃってくださった

んですけども、やっぱり学校側としては、１

回のイベントじゃないんですけども、行事と

してやっているので、またずっと続けてやっ

ていくっていうことは多分、学校では難しか

ったので、１回だけの活動になってしまった

ので。でも結局その生活習慣病とかって１回

だけの話ではなく、なんていうんでしょう、

せっかくのチャンスもなかなか手を出してい

けない学校の環境もあるのかなっていうふう

にありますので、せっかく良い機会っていう

ものも、もしかしたら続きできる環境っての

がちょっとなれたなと思いました。 

 

山本市長： ありがとうございました。 

   ３ページのキャリア教育のウの所は、修正

できると思いますので、対応いただければと

思います。 

   あと、ｅ－スポーツの所は、地域クラブ企

画推進課で何かありますか。 

 

畑山地域クラブ企画推進課長： 当初ですね、e

スポーツの方も考えたんですが、かなりの予

算がかかります。そのゲーム種類にもよるん

ですが、すごい速いやつっていうのは 1台何

百万もします。多分タブレットでできるよう

な eスポーツっていうのはなかなかないんで

すね。なので、その辺も予算をちょっと考え

ながら検討したいと思っています。 

 

山本市長： できるとこからやります。そこで必

要なところは、とりあえず始めていくってい

うことは一つの手だと思いますので、子供た

ちの要望に応じた活動をこれからもむつ☆か

つは取り入れてくれてると思いますので、そ

ういったこともしてほしいなと思います。 

先ほどの血圧の話でありますけれども、そ

こ方は少し今回の提案でありましたけれども、

７ページの管理ソフト、職員からソフトが入

りますので、本当にそこでですね、職員の教

員の皆さんの働き方改革を進めていただいて

ですね、子供たちと向き合える時間が少しで

も多くなればいいと思っております。こない

だ教育長とも少しお話をさせていただきまし

たけれども、スクールサポートスタッフ、今

年度５名配置してですね、あの教員の皆さん

の負担がだいぶ軽減されてるっていう声を私

も聞いておりますので、今後ですね、教員の

皆さんの負担がいくらかでも軽減できて、そ

のことで教員の皆さんが、子供と向き合う時

間があってですね、血圧だけではないですけ

れども、新しい取り組みをですね、ちゃんと

できるような形にしていきたいと思います。

まずは本当にこのシステムでしっかりと教員

の皆さんの働き方を変え、変えるきっかけに
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ただ単に本当にチェックだけするっていうこ

とではなくて、これをきっかけに教員の働き

方を進めてほしいと、私自身も思っておりま

すので。その結果が多分来年あたりですね、

導入したらまだ結果が出ないといいますけど、

それによって職員の勤務時間もわかると思い

ますので、ぜひそういうきっかけにして、令

和５年度の実績のときにですね、報告いただ

ければと思います。 

   ほかにありますでしょうか。 

（なし） 

それでは続いて長岡委員、お願いいたしま

す。 

 

長岡委員： 全体としては５Ｗ１Ｈになってくれ

るよう考えていこう。いつどこで何を誰とい

うふうなところは見られてるのかな、入って

ないというわけではないですが、ぜひそれぞ

れの部署においては、なぜｗｈｙですね。な

ぜこういったことをしなければいけないのか。

理論の視点と、あとはどのようなＨＯＷです。

どのようにということについては、是非工夫

を凝らして、これから計画を推進していただ

きたい。そのとき、ポイントになることとし

ては、この地域ならではの強みを評価して、

弱みを補うような、そういった実際の計画に

していただきたいと思います。弱みを見直す

というところに関して言えば、他の教育委員

の皆さんもお話してましたけど、オンライン

を活用するんだと。あとはその出身で、各地

で活躍しているような職業人がたくさんいる

わけで、そういう人たちを校内で繋いだり招

聘したりして、キャリア教育に協力をしても

らう。そういった方向性がとれる。強みと言

われるものを把握した上で実施をしていただ

きたい。 

あと、具体的な細かなところに関しては、

キャリア教育については、黒木委員おっしゃ

る通り、聞く方ということでスクール形式で

これがやるところ多いと思うんですけれども、

計画の中にはキャリア教育講演会、具体的に

書いてありますが、どうしても講演会という

とそのようなスクール形式で、やり方に固定

観念を持ってしまう。キャリア教育事業とし

て、多様なその方法を取ってもいいのではな

いかと思います。 

私も関わってるＮＰＯ法人ぷらっと下北で

は、中学校で、地域で活躍してる職業人１０

名程度、こちらの方にお願いして、車座にな

ってそれぞれの関心のある子供たちに入って

もらって、面と向かって仕事のやりがいはど

うなのかっていう、双方向で対話をするとい

うような事業のお手伝いをしています。そう

いった手法もぜひ駆使していただきたいと思

います。 

他の教育関係に関わる講演会で、今までの

この授業の仕方ですとか教育の仕方をイノベ

ーションで変えていくべきだというような趣

旨のことを話しましたので、是非固定観念を

持たずに、このキャリア教育については推進

していただきたい。 

最後ですけど、むつ☆かつに関しては本当

に苦労しながら、推進課の皆様、尽力してお

られますし８０人以上の講師の方々が協力し

てスタートしているわけであります。やはり

そういった取り組みをしているということが

一般の市民、特に父兄じゃない形にしてみる

と、ちょっと自分たちのあずかり知らないと

ころでも、もう閉じられたみたいに行われて

いるというふうに思われないように、今後、

特に地域文化クラブで活動している生徒さん

たちが発表する場、そういったものを今まで

はその学習発表会とか文化祭みたいな形で発

表。各学校単位でやってもらう。難しいから

いろんな学校が横断してやっているところも

ありますので、是非そのアウトプットの場を

できる限り設定をしていただきたい。それが

モチベーションアップに繋がるのではないか

と思いますし、市民がそういったことに関し

ての理解を促進するための大切なきっかけに
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なるのではないか。是非そういったところを

期待したい。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。全般

的に５Ｗ１Ｈの話をどのようにっていうとこ

ろ全体的にもしあれば教育部長から。 

 

伊藤教育部長： 去年、その教育大綱っていうの

を策定しまして、これは、その理念を持って

作ったものだと思います。それを実際の具体

化するために事業を遂行しないといけない。

ということで、委員皆さんからいただいたご

意見につきましては、実際やって、やってい

くのかっていうところを考えていきたいと思

います。またなぜやらなきゃいけないのかっ

ていうような、どういうふうにどうやって工

夫してるんですかっていうところに関しまし

ても、やはり１１月のですね、中間報告進捗

の報告がございますけれども、そのときにし

っかりとした形で報告できるような形で、も

う一度整理してですね、実際の事業に取り組

んでまいりたいと思います。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。キャ

リア教育の講演については、学校教育課長何

かありますでしょうか？ 

 

石川副理事(学校教育課長)： はい。オンライン

も活用しながら、様々な視点からですね、今

までの取り組み以外にも何かできないものか

というふうに検討したいと思います。またス

クール形式の話を聞くだけではなく、対話型

についてもですね、状況に応じて、可能な範

囲でも、こちらコロナ明けでもありますので

ですね、近い距離で講師の方とお話をしてい

くとかいう形も取り入れていきたいなと思っ

ております。 

今年度ですね、県の事業になりますが、む

つ中学校でキャリア教育の事業が行われる予

定になっておりますが、そちらはかなりの大

人の方が、１０数名ですか、来て、子供たち

がそれぞれ一人ずつに着くという形で、まさ

しく長岡委員の話にありましたように、対話

型のキャリア教育の各講演会を開催する予定

になっておりますので、そういった大きな学

校でもそんな形で取り組まれているというこ

とを私の方でもですね、十分に検討しながら、

生かしていければなと思っております。あり

がとうございます。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。 

講演会っていう名前がちょっとわかりませ

んが、そういうところも含めてワークショッ

プ形式っていう対話形式でやっていくことが

大事なんだろうなと思います。ぜひよろしく

お願いしたいと思います。 

 あと部活の発表の場っていうところについ

ては、畑山課長からも。はい。 

 

畑山地域クラブ企画推進課長： はい。いろいろ

発表の場はあってですね、なかなか一堂に会

してっていうのは。まだ正確にはありません

が、一応、青大のキャンパス祭と一緒に発表

できるかな、がいいかなと模索しております。 

あとは市民文化祭もそのままかな。あとは

クリスマス会とか。その他家庭クラブでの料

理の発表会とか、そういうのを。いろんな、

一緒にではなくて、各部活動でいろいろやっ

ていこうかなとは思ってました。直近では、

フェスティバルのところにダンスを今ちょっ

と出させようかなっていうところで今検討す

るところであります。 

 

山本市長： はい、ありがとうございます。 

   もう本当に発表の場っていうのは、多分む

つ☆かつだけっていうことでは、多分、長岡

委員持っていないと思いますので、その地域

のいろんなイベントに部活の生徒たちが発表

する機会がある、地域の交流が図られると思

いますので、そういう機会是非作っていただ



第２３回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 12 - 

きたいなと。 

   長岡委員からほかにありますでしょうか。 

   （ありません） 

   それでは最後に、阿部教育長お願いいたし

ます。 

 

阿部教育長： はい教育委員の 1 人としてではな

くて、教育委員会事務局としたお話をさせて

いただきたい。 

   今日説明させていただいたことに関しては、

何としても達成しなければならないと考えて

います。 

   なかんずく、学力の向上、そして中学部活

動の地域移行、そして子供たちの充実した生

活のための校務改革。この三つを最重要課題

として捉えて、必ず実現しなければならない

と考えています。子供たちの成長に直結する

からです。 

   教育大綱は５年間の計画です。そして、実

施計画は単年度の目標管理であると捉えてい

ます。この１年間でこれを実現するそうした

ものが記載されています。 

   先ほど部長が話してくださった中間報告が

１１月にあります。そして、最終報告が来年

度の５月にあります。その場で結果を申し述

べたい。可能であれば、こういう結果なので、

上方修正をいたしました。そのようにしても

らいたいと考えています。 

そして、皆様からいろいろお話を伺う中で

改めて思ったんですけれども、我々義務教育

の人間が人生１００年のうちの９年間を預か

っているんですけれど、社会に出て、むつを

離れて、将来どこでも自らを助ける力、能力

をしっかり身に付けさせ、そんな思いをお話

を伺いながら、感じました。皆さん方の理に

かなえるよう努めてまいりたいと思いますの

で、これからもご指導よろしくお願いしたい。 

以上です。 

 

山本市長： はい、教育長ありがとうございます。 

最後となりますが計画全般について、委員

の皆様から何かあればご発言をお願いしたい

と思います。 

（なし） 

   最後に私から一言申し上げたいと思います。 

教育大綱の大きな柱の一つに、学力の向上

がありますけれども、県の学習状況調査の平

均値を上回ることを目標としていきたいと、

私、思っておりますことは、各委員からあり

ましたけれども、本当に今までのやり方を、

前市長もおっしゃってたと思いますけども、

今までのやり方をやっぱり変えていかなきゃ

ないという思いを私自身も引き継いでおりま

すし、イノベーションを起こしていきたいと

思います。それには今までやってきたこと、

むつ☆かつもそうでありますけれども、今ま

でやってきた方法変えるっていうときには、

必ずいろんな意見が出ますけれども、本当に

子供たち目線でやっていきたいと思いますし、

そういう思いで私もやっていきたい。 

 実は私、就任してすぐに、学校教育課の朝

礼に出て、学校教育課の皆さんにお伝えした

ことが一つだけありました。 

とある学校のとある学年の学級協議学年協

議会の今年度の活動目標を目にする機会があ

りまして、そこに書かれている言葉がですね、

お互いに認め合い、安心して過ごせる、笑顔

絶えない学年にするっていうことを書いてく

れている子供たちがいてですね、本当に素直

にですね、すごいなと思ったんです。豊かな

こころとここに書いてますけれども、それを

体現した発言をしてくれている。 

 目標ではあるかもしれませんけれども、そ

ういう思いを子供たちが思ってくれてるって

いうことに、私は子供たちに希望を感じまし

たし、これからもこの子供たちを成長させて

いかなきゃいけないという思いを非常に持ち

ました。皆さんとともにですね、本当にこの

教育大綱に掲げられている学力の向上だけで

はなく、キャリア教育も含めて、豊かな心の



第２３回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 13 - 

育成にも、皆さんと一緒に取り組んでまいり

たいと思いますので、どうか皆さんのお力を

お貸しいただければと思います。 

   以上ですね、令和５年度むつ市教育大綱事

業実施計画を承認にすることになりますけれ

ども、皆さんよろしいでしょうか？ 

    (異議なし) 

   ありがとうございます。 

   意義はないようですので、ご意見はたくさ

んありますけれどもしっかり反映させていた

だいて、この内容で決定をしたいと思います。 

   教育委員会事務局におきましては、子供た

ちが学ぶ意義を理解して、高い肯定感を持ち、

困難に立ち向かう、生きる力が育まれること、

また、市民の皆様が生きがいを持って豊かな

人生を送れるよう事業を進めていただきたい

と思います。 

   なお、事業の進捗状況を確認するため、年

度途中で総合教育会議を開催いたしますので、

委員の皆様につきましては、保管してくださ

るようお願いいたします。 

   以上をもちまして議事を終了させていただ

きます。事務局にお返しいたします。 

 

３．その他 
 

事務局： はい。それでは議事の中でも市長の方

からその他についての進行考えがありました

けれども、次第の中にもその他とありますの

で、改めまして委員の皆様からありますでし

ょうか。 

 （なし） 

   それではないようですので、以上とさせて

いただきます。 

 

４．閉会 
 

事務局： これをもちまして、第２３回むつ市総

合教育会議を閉会いたします。本日の協議内

容につきましては、要点をまとめた上で、む

つ市公式ホームページへの掲載により公表す

ることといたします。本日は誠にありがとう

ございました。 

 

（終わり） 


